
施
設
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「七
夕
納
涼
祭
」。

入
居
者
と
ご
家
族
・
友

人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参

加
を
得
て
総
勢
三
〇
〇

人
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

催
し
物
は
、
子
供
太
鼓
、

民
謡
、
ギ
タ
ー
演
奏
で
、

前
年
以
上
の
「
和
み
」
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

納
涼
祭
は
八
月
一
日･

水
に
開
催
さ
れ
、
午
後
四

時
半
に
開
会
し
、
六
時
に

花
火
大
会
で
七
時
に
終

了
予
定
で
、
花
火
は
子
供

花
火
か
ら
始
ま
り
、
一
五

分
頃
か
ら
打
ち
上
げ
花

火
と
な
り
ま
す
。

屋
台
村
に
は
、
カ
キ
氷
、

ポ
ップ
コ
ー
ン
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー

が
予
定
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
近
隣
の
子
供
さ

ん
達
が
大
勢
参
加
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
の
で
「
参
加

カ
ー
ド
」を
配
布
し
、
ジ
ュー

ス
等
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
入
居
者
の
ご
家

族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
は
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
使
用
し
て
混
乱
の

無
い
よ
う
に
し
ま
す
。

〔
←
左
の
四
枚
の
写
真
は
、

昨
年
の
様
子
〕

四
月
か
ら
の
行
事
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
盛
り
沢

山
あ
り
、
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
ま
す
。

●
お
花
見
会
4.25

外

で

散

歩

し

な

が

ら

お
花

見

で
き

る

よ

う

、
例

年

よ
り

遅

ら

せ

て
開

催

。
当

日

は

天

候
に

も

恵
ま

れ

、

施

設
周

辺

の
春

の

花

の

観
察

を

し
、

皆

で

お

茶
・

お

せ
ん

べ

い

を

味
わ

っ

た
。

も

ち

ろ

ん
お

花

見
弁

当

も

お
い
し
か
っ
た
。

▲
茶
話
会
5.23

食
堂
に
即
席
茶
室
が
設

置
さ
れ
、
楊
枝
で
食
べ
た

和
菓
子
、
表
千
家
の
師
匠

か
ら
点
て
て
も
ら
っ
た
お

抹
茶
は
格
別
の
味
の
よ
う

で
、
初
め
て
の
方
、
お
代

わ
り
を
す
る
方
な
ど
様
々
。

も
う
一

度
開
催

し
て
ほ

し
い
と

の
声
が

多
数
あ

り

♪

♪

♪

♪

■
ミ
ニ
旅
行
6.6

涌
谷
城
の
散
策
、
天
平

ロ
マ
ン
館
で
砂
金
採
り
、

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
昼
食
、

道
の
駅
お
お
さ
と
で
買
物

と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ミ

ニ
・
大
名
旅
行
。

★
茶
話
会
6.27

藤
棚
に
て
青
空
音
楽
茶

話
会
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演

奏
と
一
緒
に
唄
を
口
ず
さ

み
、
雄
大
な
詩
吟
に
聴
き

入
り
、

コ

ー

ヒ
ー
・

お

菓

子

を

味
わ
っ

た
。

◆
ミ
ニ
旅
行
7.11

仙
台
空
港
・
杜
の
市
場
・

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
巡

る
ミ
ニ
旅
行
、
空
港
で
は

屋
上
で
飛
行
機
の
発
着
を

楽
し
み
、
杜
の
市
場
で
は

お
目
当
て
の
三
色
丼
を
味

わ
い
、
最
後
の
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
で
は
皆
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
食
べ
て
き
た
よ
。
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蒸
し
暑
い
夏
夏
！

毒
素
菌
の
繁
殖
！

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
、

サ

ル

モ

ネ

ラ
菌
、
腸
炎
ビ
ブ

リ
オ
菌
、
大
腸
菌

等
病
原
菌
・
・
・

予
防
三
原
則

細
菌
を

①
つ
け
な
い

②
増
や
さ
な
い

③
殺
菌
す
る

面
会
者
の
お
土

産
等
の
食
品
管

理
に
注
意

冷
蔵
庫
の
過
信

賞
味
期
限
厳
守

手
洗
い
励
行

体
力
維
持

喝
！

警
告

食
中
毒

行
事
紹
介

祭涼納



今
年
の
二
月
末
に
皆
様
に
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
調
査
の
結
果

が
本
部
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
八
施
設
の
集
計
で
す
。
抜

粋
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

八
施
設
の
実
施
率
は7

3.
9

％
で
、

富
谷
施
設
は7

6

％
で
し
た
。

「
よ
い
」
「
ま
あ
よ
い
」
の
回

答
が90

％
を
超
え
て
い
る
も
の
は

全
体33

項
目
中21

項
目
で
昨
年
よ

り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
項
目
は
、
「
食
事
は
、
あ
な

た
の
健
康
状
態
に
あ
っ
た
調
理
方
法

と
な
っ
て
い
ま
す
か
」
「
お
風
呂
の

介
助
は
安
心
で
き
ま
す
か
」
「
排
泄

の
介
助
や
そ
の
他
の
日
常
介
助
は
安

心
で
き
ま
す
か
」
な
ど
で
す
。

ま
た
、
５
０
人
以
上
が
「
不
満
足
」

と
回
答
し
て
い
る
項
目
は
、
「
献
立

は
変
化
が
あ
り
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す

か
」
「
現
在
の
施
設
で
の
食
事
は
美

味
し
い
で
す
か
」
「
地
域
住
民
と
の

交
流
は
十
分
に
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
」
な
ど
で
す
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
当

施
設
と
し
て
今
後
本
部
指
導
の

下
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
献
立
の
改
善
と
し
て
、
嗜
好
調
査

や
本
部
の
管
理
栄
養
士
会
議
の
検
討

結
果
な
ど
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
住
民
と
の

ふ
れ
あ
い
の
機
会
の
増
加
を
図
る
た

め
納
涼
祭
な
ど
の
施
設
の
行
事
等
に

近
隣
住
民
の
参
加
を
促
す
こ
と
。

③
介
護
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
人･

家
族
等
の
意
見
を
十
分
に
聴
く
こ
と
。

④
入
居
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
施

設
幹
部
が
早
期
対
応
を
取
り
、
苦
情

解
決
委
員
会
等
の
活
用
を
図
る
こ
と
。

当
施
設
と
し
て
も
安
全
・
安

心
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
徹

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
入
居
者
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

6
/
2
7

昼
食
メ
ニ
ュー
は
、
皆

の
前
で
焼
き
方
実
演
の
焼
き
肉

定
食
。
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
あ
つ
あ
つ

の
お
肉
を
頬
張
る
皆
の
感
想
は
、

「
お
い

し
い
」、

だ
った
。

こ

の

前

は

揚

げ

た
て
エ

ビ

天

だ
った
。

労
災
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

ケ

ア
プ
ラ
ザ)

で
は
、
こ
れ
ま
で
確

立
し
て
き
た
介
護
体
制
を
客
観
的

に
見
つ
め
る
た
め
第
三
者
評
価
機

関
に
よ
る
外
部
評
価
を
依
頼
・
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
脊
損
、
頸
損
、
じ
ん
肺
等
労

災
特
有
の
疾
病
障
害
を
有
す
る
方

へ
の
介
護
施
設
が
他
に
な
く
、
当

施
設
と
他
施
設
と
の
位
置
づ
け
や

改
善
点
の
気
づ
き
を
得
て
、
入
居

者
の
健
康
維
持
を
配
慮
し
た
満
足

度
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

当
施
設
で
は
平
成
二
二
年
初
頭

に
初
め
て
受
審
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
評
価
は
次
の
よ
う
で
す
。

《
良
か
っ
た
点
》

○
入
居
者
が
ト
ー
タ
ル
な
意
味
で

「
大
満
足
」
又
は｢

満
足
」

○
看
護
職
員
を
厚
く
配
置
し
た
専

門
性
の
高
い
ケ
ア
と
充
実
し
た

医
療
へ
の
配
慮

○
職
場
の
良
好
な
人
間
関
係

○
緊
急
時
の
連
携
プ
レ
イ
で
対
応

で
き
る
ケ
ア
の
体
制

等

《
改
善
が
望
ま
れ
る
点
》

●
幹
部
と
職
員
と
の
認
識
の
共
有
化

●
入
居
者
が
参
加
し
た
い
と
思
う

交
流
の
場
づ
く
り

●
利
用
者
か
ら
の
職
員
へ
の
暴
言
、

問
題
行
動
へ
の
対
処

●
苦
情
解
決
要
領
の
作
成
と
運
用

●
入
居
者
の
地
域
住
民
と
し
て
の

交
流
や
活
動
の
支
援
と
事
務
所

に
よ
る
地
域
貢
献

●
喫
煙
場
所
の
設
置

等

第
三
者
評
価
を
受
け
て
、
こ
れ

ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
点
に
光
り

を
当
て
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
が
、

改
め
て
当
施
設
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
内
実
に
自
信
を
持
て
た
よ
う
で

し
た
。
入
居
者
の
心
身
の
状
況
に

応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

深
さ
と
幅
を
持
ち
続
け
た
い
で
す
。

●
映
画
鑑
賞
会

4
.
18

博
士
の
愛
し
た
数
式

5.
9

猫
の
恩
返
し

5
.
3
0

ス
テ
キ
な
金
縛
り

※
予
定

8
/
8

、8
/
15

、8
/2
2

●
車
い
す
ダ
ン
ス
教
室

6.1
3

１
回
目

7.4

２
回
目

※
こ
れ
か
ら
の
予
定

8.29

３
回
目

9
.26

４
回
目

9.30

車
い
す
ダ
ン
ス
競
技
会

10.2
0

公
民
館
祭
り

12.1
9

６
回
目
年
忘
会･

発
表
会

★
人
事
異
動
（
平
二
四
年
度
）

退
職
五
月
三
一
日

福
井
辰
徳
介
護
士

採
用
六
月
一
日

土
田
忠
宏
介
護
士

七
月
一
日

高
橋
慶
樹
介
護
士

研
修
で
来
設
し
て
い
た
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
本
部

鶴
氏

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に

よ

る

生

ギ
タ
ー

演

奏

会

、

あ
っ
と
い
う

間
の3

0

分

で
、
ア
ン
コ
ー

ル
ま
で
盛

り
上
が
った
。

乞
再
来!!
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編 集 後 記
今年の天候は想定外ばかり

で明日が分からない。昔は・・・

と言われていたが、現代特に

今年は通じない。昨年は大自

然の恐ろしさを実感した。

月並みな言い方だが、何が

あっても結局頼れるのは自分、

果たして大丈夫だろうか、自

分は。まだまだ続く自分探し

と自然との共存。 ※記事・

写真・作品をお寄せ下さい。

事
務
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
三
者
評
価
の
実
施

平
成
二
三
年
度

有
用
度
調
査
結
果
（
抄
）

施
設
行
事

ト
ピ
ッ
ク
ス

食
堂

ト
ピ
ッ
ク
ス
大
会
議
室


